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データ

「コンテンツ」を集める機構

» ソーシャル化

「行動情報」を集める機構

» 個人化

「モノの情報」を集める機構

» スマート化
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出典： TSensors Summit

Trillion
Sensors
Universe
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社会を支えるデータ
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Programmable Logic Controller

• プロセスイノベーション

• 大規模製造業の生産性の大幅向上

• センサ，コンピュータ，アクチュ

エータでの自動化

• 1968年, Richard (Dick) Morley, 

GMに導入
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M2Mが対象とする市場規模
（H23名目国内生産額）

Source: 総務省「ICTの経済分析に関する調査」, 2013.
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医療：Heritage Health Prize

• 優勝賞金 300万ドル，1660チーム参加

• 患者の次年度の入院日数を予測するアルゴリズム開発

• 70万人×4年間分のデータ（患者ID，年齢，性別，医者

ID，医療機関ID，曖昧化された診療行為，入院日数等）

• Health Insurance Portability and Accountability Act
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Institute of Medicine

• 1999: To Err is Human: Building A Safer Health System
» 米国では投薬ミスや医師の過労による医療過誤で年間44,000 ～ 98,000 人もの入院

患者が死亡しており，その数は標準的な処置の基準を定めたり，医療ミスを報告す
るシステムを作ったりするなど，正しい対策を取ることで減らせると指摘

• 2001: Crossing the Quality Chasm: A New Health System 
for the 21st Century
» (i) 米国民が受けることのできる医療サービスと実際に受けている医療サービスの

内容に差異があり，これはgap に留まるものではなくchasm（断層）と表現される
ほど深刻であること，(ii) 単一の医療機関で医療が完結する傾向のある急性疾患に

対して，慢性疾患の治療では複数の医療機関・介護施設・在宅サービス等の連携が
必要であり，今後，疾病構造が慢性疾患中心となるに連れこのchasm が拡大するこ
とが危惧されること，(iii)  これを解消するためにはIT/ICTの大規模な導入と，医療
提供体制の大幅な変革を必要とすることを指摘

• 根拠に基づく医療（evidence‐based medicine：EBM）

• 動機づけ：P4P/P4R (Pay for Performance/Reporting)
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Personal Health Tracking
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出典： Rock Health
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http://www.qualcommtricorderxprize.org/

出典：StarTrek

出典：Scout
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スマートメンテナンス / モニタリング

Wireless MEMS Tiltmeter

To measure a three dimensional angle of 
inclination of the slope with a resolution of 
0.1 degree.
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出典 : 京大 大西教授

出典 : 京大 大西教授
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農業ICT基盤
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【農地中間流通活性化情報基盤】
気候（日当たり・風・気温・雨量）・風土・土壌の品質・流通性・効率性

【農地中間流通活性化情報基盤】
気候（日当たり・風・気温・雨量）・風土・土壌の品質・流通性・効率性

【農業施設保全
情報基盤】

気候・風土・土
壌の品質・流通

性・効率性

スマート土地改
良整備

【農業施設保全
情報基盤】

気候・風土・土
壌の品質・流通

性・効率性

スマート土地改
良整備

【生産支援情報基盤】
農地流通

農地マップ

【生産支援情報基盤】
農地流通

農地マップ

【流通・販売支援
情報基盤】

農産品生産手配・仕入
健康メニュー連動型販売

【流通・販売支援
情報基盤】

農産品生産手配・仕入
健康メニュー連動型販売

【金融情報基盤】
与信管理・保険共済
リスクマネジメント

農地資産評価

【金融情報基盤】
与信管理・保険共済
リスクマネジメント

農地資産評価

産品適地

販売価格土壌・天気 広域微気象 産品品質

ロジスティックス収穫作業生産性 原価管理

作業

味

適地適量生産品質向上 定時・定量出荷保証
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街づくり×データ

現状把握

未来予測

政策

中
心
市
街
地
活
性
化

Data
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☞小型・低コスト加速度センサの開発

☞高密度地震モニタリング／高層ビルの被害状況把握／
痛みのわかる材料・構造物

☞血圧ロギング：生活習慣病予防／高齢者心臓リハビリ

☞自由行動化ウェアラブル血圧計の臨床応用

☞超短期血圧変動の見える化

☞低コスト照度・温度・湿度センサ／無線通信モジュー
ル／高密度センサネットワークの開発

☞施設栽培の可視化／生育指標(LAI等)モデリング／空
調制御

☞工場の無線化

☞FA/PA用ネットワーク：周期的通信

☞プリアンブルの削減：送信等化，周波数オフセット
補償，シンボル同期

構造／地震モニタリング ヘルスモニタリング

ICT農業 リアルタイムワイヤレス
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1. 汎用技術

2. 知識ベース資産

3. 海兵隊／フィールド指向／デザイン

4. 協働
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1. 汎用技術 (GPT)

ビッグデータ／M2Mを導入し，生産性上昇に結びつけるた

めに，組織，工場，設計，賃金体系，さまざまな分野で

の変革が必要

電化，製紙業，カンバン方式などを振り返ると，定着するま

でに約30年前後かかっている

ICT
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通
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流
通
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・・・
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2. データ駆動経済における知識と価値創出

Source: OECD New Sources of Growth: 
Knowledge‐Based Capital (II): Data Pillar,  
DSTI/ICCP(2013)2/REV1, 2013.
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2. 知識ベース資産と有形資産 (% of value added)
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Source: OECD New Sources of Growth: Knowledge‐Based Capital, 2013.
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3. 海兵隊とフィールド指向ICT

• ICT×○○

» 海兵隊として新事業発掘

» リーン・スタートアップ

» フィールド指向ICT

» データ／フィールド（現場）へのアクセス

• 強い想い＋こだわり＋夢

• 語ることのできる人材
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3. フィールド指向デザイン

考える

試す

気づく 伝える
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4. 協働（アンブレラプロジェクト）
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To prepare scientists and engineers to extend their focus beyond the laboratory, and to
test the immediate potential of their findings for broader applicability and impact in the
commercial world.
I‐Corps has more recently expanded to support the creation of a network of
entrepreneurial hubs ‐ the I–Corps Nodes and Sites – functioning as catalyst in the
commercialization process of NSF supported research discoveries across the United
States.

－イノベーション訓練とメンターシップ支援
－Principal Investigator (～45), Entrepreneurial Lead (～28), Mentors (～50)
－Lean LaunchPad class
－製品を開発しながら研究所の外に出て，短期間での仮説の検

証と顧客開発を行う

4. NSF Innovation Corps (I‐Corps)
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